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〔１〕

　

令
和
４
年
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
一
斉
改
選
に
伴
い
、
11
月
末
ま
で

の
新
旧
委
員
の
引
継
ぎ
を
終
え
て
、

令
和
４
年
度
退
任
民
生
委
員
・
児
童

委
員
感
謝
状
贈
呈
式
な
ら
び
に
委
嘱

状
伝
達
式
が
、
令
和
４
年
12
月
１
日

㈭
14
時
か
ら
、
函
館
市
芸
術
ホ
ー
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
五
稜
郭
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
工
藤
函
館
市
長
よ
り
、

永
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
た
退
任
者
１
２
０
名
に
厚

生
労
働
大
臣
感
謝
状
及
び
函
館
市
長

感
謝
状
が
、
22
名
の
代
表
者
一
人
一

人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
添
え
て
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
新
任
・
再
任
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
６
８
７
名
の
委
嘱
状

が
各
方
面
の
代
表
者
に
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
工
藤
函
館
市
長
お
よ
び

浜
野
函
館
市
議
会
議
長
よ
り
御
挨
拶

を
頂
戴
し
、
退
任
者
へ
の
こ
れ
ま
で

の
感
謝
と
慰
労
の
気
持
ち
を
述
べ
ら

れ
、
ま
た
新
た
に
委
嘱
と
な
っ
た

方
々
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
健

康
に
留
意
さ
れ
て
、
一
番
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
無
理
な
く
委
員
活
動

を
し
て
頂
き
た
い
と
励
ま
し
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　

岩
山　

勝
則
）

退任民生委員児童委員感謝状贈呈式
ならびに委嘱状伝達式

退任民生委員児童委員感謝状贈呈式退任民生委員児童委員感謝状贈呈式
ならびに委嘱状伝達式ならびに委嘱状伝達式

退任民生委員児童委員感謝状贈呈式
ならびに委嘱状伝達式



函館市民生児童委員連合会新執行体制函館市民生児童委員連合会新執行体制

〔２〕

函館市民生児童委員連合会新執行体制函館市民生児童委員連合会新執行体制函館市民生児童委員連合会新執行体制
会　　長（1）

船　橋　優　子（第１方面民児協会長）

副 会 長（5）

丹　内　　　論
（第17方面民児協会長）

数　又　紀和子
（第21方面民児協会長）

木　村　一　雄
（第24方面民児協会長）

三　浦　由貴子
（第７方面民児協会長）

中　村　啓　子
（第３方面民児協会長）

監　　事（3）

相　馬　良　二
（第８方面民児協委員）

企 画 委 員 会

委 員 長　木　村　一　雄（第24方面民児協会長）
副委員長　岩　山　勝　則（第９方面民児協会長）

広 報 委 員 会

委 員 長　中　村　啓　子（第３方面民児協会長）
副委員長　稲　村　耕　三（第30方面民児協会長）

第１ブロック

部 会 長　佐　藤　不二子（第２方面民児協会長）
副部会長　梅　﨑　由樹子（第２方面民児協副会長）

第２ブロック

部 会 長　岩　山　勝　則（第９方面民児協会長）
副部会長　保　坂　昌　史（第７方面民児協副会長）

第３ブロック

部 会 長　武　田　忠　夫（第16方面民児協会長）
副部会長　佐々木　奈穂子（第12方面民児協会長）

第４ブロック

部 会 長　佐　藤　やよ子（第19方面民児協会長）
副部会長　竹　浪　幸　美（第30方面民児協副会長）

第５ブロック

部 会 長　山　田　幸　光（第25方面民児協会長）
副部会長　楢　山　　　訂（第25方面民児協副会長）

第６ブロック

部 会 長　佐々木　昌　子（第29方面民児協会長）
副部会長　植　野　範　子（第26方面民児協会長）

本　間　紀　子
（第29方面民児協委員）

長谷川　菊　代
（第２方面民児協委員）

高齢者福祉部会

部 会 長　三　田　信　宙（第20方面民児協会長）
副部会長　蔦　　　秀　子（第27方面民児協会長）

障がい者福祉部会

部 会 長　大　渕　ふさ子（第13方面民児協会長）
副部会長　野　刈　博　子（第20方面民児協副会長）

生活福祉部会

部 会 長　永　澤　和　枝（第５方面民児協会長）
副部会長　梅　田　史　恵（第６方面民児協副会長）

家庭児童福祉部会

部 会 長　中　村　ひでの（第４方面民児協会長）
副部会長　酒　井　道　子（第６方面民児協会長）

事　務　局
事務局長　谷　　　孝　嗣
事務局員　上　杉　昭　子

（民児連事務局）



〔３〕

　

令
和
４
年
12
月
、
一
斉
改
選
に
伴
う
役

員
改
選
に
よ
り
函
館
市
民
生
児
童
委
員
連

合
会
会
長
に
就
任
し
、
３
期
目
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
民
生
児
童
委
員
の
な
り
手
不
足

の
中
、
ご
尽
力
下
さ
い
ま
し
た
各
町
会
推

選
準
備
委
員
会
の
皆
様
方
に
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
、
未
曾
有
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
出
現
に
よ
り
、
世
の

中
は
急
速
に
一
変
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
広
が
り
は
、
人
々
の

積
み
重
ね
て
来
た
、
か
け
が
え
の
無
い
命

や
物
を
無
に
し
、
不
安
や
恐
怖
、
怒
り

等
、
負
の
連
鎖
で
す
。

　

民
生
児
童
委
員
の
活
動
に
も
、
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
へ
の

訪
問
活
動
、
定
例
会
、
研
修
会
、
子
供
達

の
成
長
を
見
守
る
入
学
式
や
、
卒
業
式
等

の
中
止
や
延
期
、
人
数
制
限
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
人
と
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
を
失
い
、
と
て
も
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

特
に
新
人
委
員
の
活
動
へ
の
不
安
な
気

持
ち
を
考
え
る
と
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば

と
云
う
思
い
で
一
杯
に
な
り
ま
す
。

　

民
生
児
童
委
員
は
、
地
域
の
最
も
身
近

な
相
談
相
手
で
あ
り
、
関
係
機
関
へ
つ
な

ぐ
パ
イ
プ
役
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
や
住
民
が
抱
え
る
生
活
課
題
や
福

祉
課
題
は
、
複
雑
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
り
、
在
宅
が
増

え
児
童
虐
待
や
ひ
き
こ
も
り
、
８
０
５

０
問
題
、
貧
困
、
若
者
の
離
職
等
々
、

複
合
的
課
題
を
抱
え
て
い
る
人
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
だ
か
ら
こ
そ
私
達
は
、
原
点
に
戻

り
、
地
域
住
民
に
応
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
新
し
い
活
動
や
研
修
会
の
あ

り
方
を
工
夫
し
な
が
ら
、
自
己
研
鑽
に

務
め
、
歩
み
を
止
め
ず
に
一
丸
と
な
っ

て
前
に
進
み
、
地
域
共
生
社
会
を
目
指

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

５
名
の
副
会
長
、
事
務
局
共
々
努
力
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
民
児
協
会
長
、
副

会
長
、
各
委
員
の
皆
様
方
の
、
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
、お
願
い
致
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
収
束
は
、
ま
だ
見

え
て
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
令
和
５
年
度

の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
安
心
・
安
全

な
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
行
政
・
関
係
機
関
の
皆
様
方
の
温

か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

10
月
19
日
水
曜

日
、
快
晴
の
名
古

屋
国
際
会
議
場
に

て
、「
第
91
回
令

和
４
年
度
全
国
民

生
委
員
児
童
委
員

大
会
」が
開
催
さ

れ
、
函
館
か
ら
７

名
で
参
加
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
「
名
古
屋
お
も
て

な
し
武
将
隊
」
が
全
国
約
２
６
０
０
人

（
全
道
１
１
８
人
）
の
民
生
児
童
委
員
を

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
開
会
挨
拶
、
得
能
金
市
全
民
連

会
長
の
式
辞
に
続
き
主
催
者
挨
拶
と
し

て
、
加
藤
勝
信
厚
生
労
働
大
臣
、
大
村
秀

章
愛
知
県
知
事
か
ら
は
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
の

案
内
が
あ
り
、
河
村
た
か
し
名
古
屋
市
長

の
名
古
屋
弁
炸
裂
に
よ
る
ユ
ー
モ
ア
溢
れ

る
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長

表
彰
の
後
、
カ
レ
ー
ハ
ウ
ス
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
壱

番
屋
の
創
業
者
で
あ
る
宗
次
德
二
様
に
よ

る
「
み
ん
な
の
幸
せ
の
た
め
に
〜
人
に
寄

り
添
い
助
け
合
う
社
会
〜
」
と
題
し
て
特

別
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
全
民
連
寺
田
晃
弘
副
会
長
に

よ
り
五
つ
の
大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

「
に
っ
ぽ
ん
ど
真
ん
中
祭
り
」
出
演
チ
ー

ム
の
演
舞
が
あ
り
、「
も
ー
や
っ
こ
！
」

の
掛
け
声
で
会
場
全
体
の
盛
り
上
が
り
の

中
で
式
典
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

本
大
会
開
催
に
あ
た
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
多
く
の
ご
苦
労
を
乗
り
越
え
て
素
晴
ら

し
い
大
会
を
成
功
さ
せ
た
愛
知
県
民
児

連
・
名
古
屋
市
民
児
連
の
皆
様
に
心
よ
り

敬
意
を
表
し
、
地
域
住
民
に
寄
り
添
い
な

が
ら
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
出
来
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
思
い
を
あ
ら
た
に
し
、
ご
報
告
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ

い

さ

つ

函
館
市
民
生
児
童
委
員
連
合
会  

会
長　

船　

橋　

優　

子

全
国
大
会
に
参
加
し
て

第
１
方
面
民
児
協  

主
任
児
童
委
員　

濵　

中　

公　

也



〔４〕

ブロック部会・福祉部会の活動計画案決まる
新年度の

ク部会 福祉部会の活動計画案決

第６ブロック（26～29方面）
　活性化：第28民児協

福祉部会名 日　　時 会　　場 テ　ー　マ　等

ブロック部会名 日　　時 会　　場 テ　ー　マ

市民会館小ホール

市民会館大会議室

市民会館小ホール

市民会館小ホール

令和５年度　福祉部会研修計画令和５年度　福祉部会研修計画令和５年度　福祉部会研修計画

令和５年度　広報委員会発行計画令和５年度　広報委員会発行計画令和５年度　広報委員会発行計画

令和５年度　ブロック部会研修計画令和５年度　ブロック部会研修計画令和５年度　ブロック部会研修計画

・発行回数　年２回
・発行日　　前年同様４月・11月
・カラーＡ４・８ページ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（民児連事務局）

第１ブロック（1～6方面）
　活性化：第４民児協

第２ブロック（7～11方面）
　活性化：第10民児協

第３ブロック（12～17方面）
　活性化：第15民児協

第４ブロック(18～21、30方面)
　活性化：第30民児協

６月21日㈬
　　18：30～

９月15日㈮
　　14：00～

６月20日㈫
　　13：30～

６月14日㈬
　　10：00～

９月21日㈭
　　13：30～

５月31日㈬
　　13：30～

市民会館小ホール

市民会館小ホール

市民会館大会議室

亀田交流プラザ

市民会館小ホール

恵山コミュニティ
センター

民生委員としての心構え
と活動のあり方について

生活福祉資金制度につい
て

市の災害対策と避難困難
者の対応について

生活福祉資金制度につい
て

児童虐待について

活動記録について

障がい者福祉部会

主任児童委員交流連絡会

皆んなで気をつけよう
特殊詐欺！

「子どもの虐待」につい
て～医療現場からみる子
育て困難～

主任児童委員って何？

第５ブロック（22～25方面）
　活性化：第24民児協

市民会館小ホール生活福祉部会 自立を促すための方策に
ついて

家庭児童福祉部会

10月18日㈬
　　13：30～

障がい者と地域との共生
について

10月16日㈪
　　13：30～

７月28日㈮
　　13：30～

10月予定
　　18：30～

７月６日㈭
　　18：30～

高齢者福祉部会



〔５〕

　

北
海
道
民
生
委
員
児
童
委
員
連
盟
が
実

施
す
る
中
堅
民
生
委
員
児
童
委
員
教
室

は
、
例
年
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
こ
こ

３
年
ほ
ど
中
止
と
な
っ
た
経
過
が
あ
り
、

全
道
各
地
か
ら
大
勢
の
参
加
者
を
受
け
入

れ
た
研
修
形
態
や
各
地
２
名
ま
で
と
し
て

い
る
た
め
、
参
加
す
る
市
町
村
間
の
不
公

平
さ
な
ど
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
現

状
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
受
け
、
地
方
で
の
開

催
実
施
の
検
討
が
進
め
ら
れ
、
今
年
度
初

め
て
函
館
開
催
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
道
民
児
連
か
ら
今
後
の
地
方
開
催
の

成
否
を
占
う
試
金
石
と
な
る
も
の
と
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
る
10
月
26
日
に
ホ
テ
ル
函
館
ロ
イ
ヤ

ル
に
て
32
名
の
委
員
の
参
加
で
開
催
さ

れ
、
冒
頭
船
橋
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
講
師
の
鳥
居
一
頼
氏
か
ら
、
さ
っ
そ

く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
す
す
め
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
講
師
の
鳥
居
先
生
の
詩
集
を
朗

読
し
、
各
グ
ル
ー
プ
内
で
意
見
交
換
を

し
、
司
会
に
指
名
さ
れ
た
委
員
が
特
定
の

テ
ー
ブ
ル
の
一
人
を
指
名
し
、
指
名
さ
れ

た
委
員
が
個
人
の
意
見
を
発
表
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
順
次
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
し

た
。

　

前
段
、
32
名
を
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
お
父
さ
ん
を
筆
頭
に
母
、

祖
父
母
、
姉
、
兄
の
５
〜
６
名
の
家
族
に

見
立
て
、
司
会
と
発
表
者
を
指
定
す
る
。

あ
く
ま
で
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
母
さ

ん
と
い
っ
た
愛
称
を
使
う
こ
と
で
自
然
と

グ
ル
ー
プ
内
も
和
や
か
に
な
り
、
初
対
面

同
士
の
委
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

図
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
「
民
児
協
の
研
修
企
画

を
体
験
す
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
道
民

児
連
事
務
局
の
馬
川
友
和
氏
が
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
と
な
り
、
各
テ
ー
ブ
ル
（
班
）

ご
と
に
独
自
の
研
修
課
題
を
設
定
し
具
体

的
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
り
、
こ
れ
を
発
表

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
災
害
対
策
、
孤

独
死
問
題
、
新
任
委
員
の
サ
ポ
ー
ト
、
要

支
援
者
、
活
動
記
録
の
記
載
方
法
、
情
報

交
換
の
強
化
と
い
っ
た
内
容
で
、
い
ず
れ

も
興
味
深
い
も
の
で
、
特
に
新
任
委
員
の

サ
ポ
ー
ト
は
、
２
年
目
の
時
期
に
研
修
す

る
重
要
性
を
強
調
し
て
お
り
、
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
し
た
。
研
修
の
最
後
は
、
指

名
さ
れ
た
６
名
が
登
壇
し
、
鳥
居
氏
と
一

対
一
で
の
対
談
形
式
で
、
感
想
や
意
見
交

換
を
行
い
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
か
ら
昼
食
を
挟
ん
で
午
後
５

時
ま
で
集
中
し
た
研
修
で
し
た
が
、
各

テ
ー
ブ
ル
の
発
表
者
が
ラ
ン
ダ
ム
に
変
わ

る
な
ど
、
特
定
の
委
員
以
外
に
も
発
表
機

会
が
回
っ
て
く
る
と
い
う
緊
張
感
も
有

り
、
工
夫
さ
れ
て
い
る
な
と
感
じ
、
普
段

使
っ
て
い
な
い
脳
み
そ
が
疲
労
し
て
い
る

の
が
実
感
で
き
ま
し
た
。

　

中
堅
教
室
と
は
い
え
、
在
職
１
・
２
年

目
の
委
員
か
ら
10
年
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
ま

で
、
最
高
は
20
年
の
委
員
で
し
た
が
、
逆

に
色
々
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
、

良
か
っ
た
で
す
し
、
意
欲
の
あ
る
若
手
の

委
員
も
た
く
さ
ん
参
加
し
て
い
て
、
年
数

だ
け
じ
ゃ
な
い
と
気
付
か
さ
れ
た
面
も
あ

り
ま
し
た
。

　

中
堅
教
室
が
今
後
、
各
地
域
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
多
く
の
委
員
の
資

質
の
向
上
が
図
ら
れ
る
と
感
じ
ま
し
た

し
、
当
該
地
域
の
委
員
同
士
の
連
携
や
結

び
つ
き
な
ど
も
強
ま
る
よ
う
に
思
い
ま
し

た
。

　

最
後
に
個
人
的
な
感
想
と
し
て
、
開
催

要
綱
に
も
あ
り
ま
す
が
、
次
代
の
リ
ー

ダ
ー
育
成
、
中
心
的
役
割
を
担
う
等
々
、

堅
苦
し
い
表
現
よ
り
も
、
３
年
目
、
５
年

目
教
室
と
い
う
タ
イ
ト
ル
や
研
修
内
容
で

あ
れ
ば
、
も
う
少
し
気
軽
に
参
加
出
来
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
貴

重
な
経
験
を
、
今
後
の
委
員
活
動
に
少
し

で
も
生
か
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
第
７
方
面
民
児
協　

保
坂　

昌
史
）

中
堅
民
生
委
員
児
童
委
員
教
室
in
は
こ
だ
て



　

２
月
17
日
㈮
函
館
市
民
会
館
に
て
令
和

４
年
度
「
民
生
委
員
児
童
委
員
初
任
者
研

修
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
委
嘱
を
受

け
た
委
員
と
、
本
研
修
を
一
度
も
受
講
し

て
い
な
い
委
員
が
対
象
で
、
渡
島
管
内
か

ら
２
１
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

分
散
研
修
①
事
前
学
習
を
し
た
委
員
と

②
事
前
学
習
を
し
て
い
な
い
委
員
が
２
会

場
に
分
か
れ
て
、
ま
ず
「
民
生
委
員
児
童

委
員
の
歴
史
と
基
本
的
役
割
」
「
活
動
記

録
の
記
入
に
つ
い
て
」
、
道
民
児
連
事
務

局
の
馬
川
次
長
と
長
谷
川
局
長
が
解
説
し

ま
し
た
。

　

最
初
に
、
民
生
委
員
制
度
の
原
型

方
面
制
度
の
創
設
者
〝
林
市
蔵
〞

に
つ
い
て
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
国
民

に
最
初
に
手
を
差
し
の
べ
た
恩
人
と
云
え

る
人
で
、
私
た
ち
民
生
委
員
に
と
っ
て
は

精
神
的
支
柱
、
民
生
委
員
の
父
と
も
言
わ

れ
た
偉
人
で
す
。

　

休
憩
後
、
民
生
委
員
活
動
を
詩
に
著
し

た
鳥
居
一
頼
氏
の
「
い
た
だ
い
た
恩
を
お

返
し
す
る
と
い
う
こ
と
〜
地
域
社
会
の
推

進
を
担
う
初
任
者
民
生
委
員
児
童
委
員
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
」
と
題
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

　

委
員
に
寄
り
添
っ
た
活
動
の
実
際
を
詩

を
朗
読
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
と
い
う
ユ

ニ
ー
ク
な
も
の
で
、
理
論
で
は
な
く
情
緒

に
訴
え
か
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
掲
載
し

た
60
編
余
り
か
ら
選
択
し
た
詩
の
数
々

を
、
時
に
津
軽
弁
で
そ
し
て
強
く
柔
ら
か

く
抑
揚
を
つ
け
な
が
ら
語
る
朗
読
は
心
に

響
き
ま
し
た
。

委
員
に
寄
り
添
っ
た
詩
の
朗
読

　

そ
の
詩
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
か
ら
、
特

に
印
象
に
残
っ
た
も
の
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

「
１
．
は
じ
め
に
〜
実
り
あ
る
研
修
を
」

の
く
だ
り
で
「
仕
事
し
て
半
人
前
、
他
人

（
ひ
と
）
の
た
め
に
働
い
て
半
人
前
。
こ

れ
で
よ
う
や
く
一
人
前
だ
」
の
言
葉
で

す
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
に
働
く
庶
民
の
中

で
言
い
交
わ
さ
れ
た
文
言
だ
そ
う
で
す
。

仕
事
は
半
人
前

な
の
に
言
う
事

だ
け
は
一
人
前

の
人
の
こ
と
を

戒
め
た
表
現
で

す
ね
。

　

ま
た
こ
ん
な

話
も
、
生
後
10

か
月
の
赤
ち
ゃ

ん
に
、
乱
暴
な

場
面
を
描
い
た

絵
と
、
弱
い
子
に
優
し
く
接
し
て
い
る
絵

を
見
せ
る
と
、
間
違
い
な
く
後
者
を
選
ぶ

ん
だ
そ
う
で
す
。

　

悪
戯
な
こ
と
を
学
び
悪
い
環
境
で
育
っ

た
場
合
と
、
愛
情
い
っ
ぱ
い
に
育
っ
た
場

合
を
比
較
す
る
と
、
健
や
か
に
生
き
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
自
明
の
こ
と
で
す
。
愛

は
学
ぶ
こ
と
で
は
な
く
育
て
て
い
く
も
の

…
。

僕
ら
の
先
生
じ
ゃ
な
い

　

鳥
居
氏
は
18
年
間
勤
め
た
教
師
の
仕
事

を
定
年
前
に
辞
め
た
そ
う
で
す
。

　

校
長
を
勤
め
て
い
た
学
校
で
し
た
が
、

自
分
に
は
こ
れ
以
上
続
け
る
の
は
無
理
だ

と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

学
期
末
こ
ろ
に
行
わ
れ
る
「
家
庭
訪

問
」
で
、
あ
る
母
子
家
庭
の
お
宅
を
訪
問

し
た
際
に
、
そ
の
お
母
さ
ん
に
「
う
ち
の

○
○
は
、
先
生
は
僕
ら
の
先
生
じ
ゃ
な

い
！
と
言
っ
て
る
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で

す
。
「
先
生
は
北
海
道
の
先
生
で
僕
ら
の

先
生
じ
ゃ
な
い
！
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が

刺
さ
っ
た
の
で
す
。

　

子
ど
も
に
寄
り
添
っ
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
反
省
か
ら
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

夏
目
漱
石
の
「
草
枕
」

　

夏
目
漱
石
の
著
書
「
草
枕
」
の
文
頭
の

と
こ
ろ
、
「
人
の
世
を
作
っ
た
も
の
は
神

で
も
な
け
れ
ば
鬼
で
も
な
い
。
や
は
り
向

う
三
軒
両
隣
り
に
ち
ら
ち
ら
す
る
た
だ
の

人
で
あ
る
。
」
と
の
文
章
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
書
き
出
し
に
「
智
に
働
け
ば
角

が
立
つ
。
情
に

棹
さ
せ
ば
流
さ

れ
る
。
意
地
を

通
せ
ば
窮
屈

だ
。
と
に
か
く

人
の
世
は
住
み

に
く
い
。
」

と
、
と
て
も
印

象
的
な
文
言
が

あ
り
ま
す
。

　

「
隣
近
所
に

住
む
普
通
の

人
々
の
平
凡
な
日
常
の
中
に
、
己
の
幸
福

を
見
出
し
て
こ
そ
、
窮
屈
な
世
で
平
穏
に

過
ご
せ
る
」
と
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

研
修
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
に
は
、
鳥
居

氏
が
託
し
て
く
れ
た
詩
の
中
か
ら
印
象
的

だ
っ
た
作
品
を
、
ぜ
ひ
他
の
委
員
の
皆
さ

ん
に
も
紹
介
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

船
橋
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
、
「
民
生

委
員
児
童
委
員
は
決
し
て
一
人
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
活
動
に
際
し
て
困
っ
た
時
に

は
、
先
輩
委
員
を
頼
り
に
し
て
く
だ
さ

い
。
一
人
で
解
決
し
よ
う
と
せ
ず
仲
間
と

一
緒
に
活
動
し
て
く
だ
さ
い
。
」

　

こ
の
言
葉
を
し
っ
か
り
と
胸
に
刻
ん

で
、
民
生
員
活
動
に
生
か
し
て
参
り
ま

し
ょ
う
。

　

（
広
報
委
員　

稲
村　

耕
三
）

民
生
委
員
児
童
委
員
初
任
者
研
修

〔６〕



〔７〕

　
２
月
１
日
㈬
（
初
日
）

　

午
後
１
時
、
全
民
連
得
能
会
長
の
挨
拶

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

【
行
政
説
明
】
「
地
域
福
祉
施
策
の
動
向

と
民
生
児
童
委
員
活
動
に
求
め
ら
れ
る
役

割
」
厚
生
労
働
省　
田
代
善
行
氏

　

人
と
人
、
人
と
社
会
資
源
の
つ
な
が
り

が
大
事
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

【
行
政
説
明
】
「
子
ど
も
家
庭
庁
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
内
閣
官
房　
大
野
久
氏

　

こ
ど
も
ま
ん
中
社
会
の
実
現
、
子
ど
も

の
視
点
、
家
庭
の
福
祉
の
増
進
、
保
健
の

向
上
等
の
支
援
等
委
員
会
で
構
築
中
で
、

令
和
５
年
４
月
１
日
設
置
予
定
で
す
。

【
事
業
説
明
】
全
社
協　
熊
坂
淳
氏

　

災
害
に
備
え
る
活
動
指
針
を
作
成
中
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
、
民
生

児
童
委
員
・
民
児
協
と
し
て
の
行
動
方

針
、
①
気
づ
く
②
つ
な
ぐ
・
見
守
る
③
つ

な
ぎ
先
を
増
や
す

④
地
域
に
活
動
を

伝
え
る
⑤
住
民
相

互
に
支
え
合
う
地

域
を
創
る
⑥
災
害

に
備
え
る
事
が
大

事
で
あ
る
と
の
説

明
で
し
た
。

「
人
権
問
題
」
横
浜
地
方
法
務
局

（
民
生
委
員
大
学
）

　
横
須
賀
支
局　
阿
部
基
子
氏

　

人
権
と
は
、
全
て
の
人
々
が
生
命
と
自

由
を
確
保
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
福
を
追
求

す
る
権
利
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
、
生
き

る
権
利
、
全
て
の
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に

持
っ
て
い
る
権
利
で
あ
る
。
子
ど
も
の
権

利
「
生
き
る
・
育
つ
・
守
ら
れ
る
・
参
加

す
る
権
利
で
あ
る
」
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
を
実
現
す
る
に
は
、
相
手
の
立
場

や
、
気
持
ち
、
日
常
生
活
に
お
け
る
言

動
、
一
人
ひ
と
り
の
多
様
な
考
え
方
や
、

価
値
観
を
尊
重
す
る
事
で
あ
り
ま
す
。
民

生
児
童
委
員
も
、
活
動
す
る
時
に
、
充
分

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま

し
た
。

「
同
和
問
題
」
部
落
差
別
を
解
消
し
よ

う
！

　
人
権
擁
護
委
員
会
会
長

　
小
松
原　
榮
氏

　

日
本
社
会
の
歴
史
的
過
程
で
形
づ
く
ら

れ
た
、
身
分
差
別
に
よ
り
日
本
国
民
の
一

部
の
人
々
が
長
い
間
、
経
済
的
・
社
会

的
・
文
化
的
に
、
低
い
状
態
に
置
か
れ
る

事
を
強
い
ら
れ
、
今
な
お
様
々
な
差
別
を

受
け
る
な
ど
、
我
が
国
固
有
の
人
権
問
題

で
あ
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
も
、
今
な
お

課
題
と
し
て
あ
り
ま
す
。

　

私
達
は
、
今
現
在
も
残
っ
て
い
る
問
題

で
あ
る
事
を
認
識
し
、
自
ら
の
意
識
を
見

つ
め
直
す
事
が
大
事
で
あ
る
と
学
び
ま
し

た
。
深
く
心
に
響
き
ま
し
た
。

　　
２
月
２
日
㈭　
グ
ル
ー
プ
討
議

　
民
児
協
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
役
割

　
ル
ー
テ
ル
学
院
大
教
授　
市
川
一
宏
氏

　

テ
ー
ブ
ル
５
人
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
の

対
談
で
、
進
行
役
・
記
録
係
を
決
め
て
始

ま
り
ま
し
た
。
全
員
共
通
課
題
の
事
前
資

料
を
作
成
し
て
参
加
し
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
時
々
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
説
明
が

入
り
順
調
に
進
み
ま
し
た
。
討
議
で
は
、

定
例
会
、
訪
問
活
動
、
サ
ロ
ン
、
民
児
協

内
で
の
研
修
、
他
機
関
へ
の
協
力
等
が
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　　
２
月
３
日
㈮　
総
括
・
振
り
返
り

　
会
長
・
副
会
長
に
求
め
ら
れ
る
視
点

　
リ
ー
ダ
ー
の
能
力
と
は
？

　

グ
ル
ー
プ
の
発
表
の
後
に
先
生
か
ら
総

括
と
し
て
、
傾
聴
・
説
得
・
共
感
・
討

議
・
評
価
・
遂
行
・
絶
対
的
な
「
正
解
は

な
い
」
民
児
協
の
仲
間
や
、
地
域
住
民
と

の
平
行
な
立
場
で
、
協
調
性
を
持
っ
て

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
頂
き
た
い
。

民
生
委
員
信
条
に
多
く
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
と
結
び
ま
し
た
。

（
函
館
市
民
児
連
会
長　

船
橋　

優
子
）

32
令
和
４
年
度

第　

回
全
国
民
生
委
員
指
導
者
研
修
会

令
和
４
年
度

第　

回
全
国
民
生
委
員
指
導
者
研
修
会

記
編後
集
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コ
ロ
ナ
感
染
も
少
し

落
ち
着
き
が
見
え
始
め
、

新
年
度
に
向
け
て
通
常

の
活
動
が
再
開
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
１
日
に
任
命
さ
れ
た
民

生
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
の
皆

様
、民
児
連
広
報
紙「
は
こ
だ
て
」81
号

を
、こ
こ
に
お
届
け
致
し
ま
す
。

　

今
年
は
、各
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
や
福
祉

部
会
も
、例
年
の
よ
う
に
開
催
で
き
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。そ
れ
に
よ
って
広
報

紙
の
記
事
も
出
来
上
が
り
ま
す
。

　

委
員
の
皆
様
に
、手
に
取
り
読
ん
で

頂
け
る
よ
う
、新
広
報
委
員
一同
精
一杯

頑
張
ら
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、ご
意
見・

ご
投
稿
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、是
非

お
寄
せ
下
さ
い
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
広
報
委
員
長　

中
村　

啓
子
）

■
令
和
５
年
２
月
１
日
〜
３
日　
　
■
会
場　
ロ
フ
ォ
ス
湘
南



〔８〕

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度

活
動
写
真
集

活
動
写
真
集

令和４年10月３日　赤い羽根街頭募金協力

令和５年２月24日
市民児協会長・副会長研修

令和５年１月30日
厚生労働大臣表彰
第４民児協　中村さん（右）
第25民児協　武山さん（左）

令和４年10月８日・９日　ウェルネスFesはこだて　ウ ネ は令 年

令和４年10月３日　赤赤い羽根街頭募金協力赤

令
和
４
年
度

活
動
写
真
集

令和４年11月～２月
らっくる号広告

令和４年10月31日
新年度予算要望


